
イ　 小児科定点

　(ｱ)  ＲＳウイルス感染症

　令和元年は年間報告数１,１３４例，年間定点当たり報告数２６.３７であり，年間定点当たり報告数の過去５
年平均値との比は１.０９，前年比は１.０２であった。過去１０年間の年間定点当たり報告数では，平成２９年
に次いで多かった。平成２４年以降，増加傾向が続いている。
　月別定点当たり報告数では９月（９.２６）が特に多く，次いで８月（４.２８），１０月（３.８４）が多かった。
　年齢階級別で比較すると，１歳（３６.８％）が最も多く，次いで６箇月～１１箇月（２０.０％），０箇月～５箇月
（１７.８％），２歳（１７.２％），の順となり，２歳以下が全体の９１.８％を占めた。

0.79 1.02 0.74 0.77 0.42 0.35 

1.65 

4.28 

9.26 

3.84 

1.63 1.63 

0

2

4

6

8

10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

月別定点当たり報告数

3.85 

11.71 
7.49 

20.56 19.32 

22.63 24.49 

19.04 

29.05 

25.81 26.37 

0

5

10

15

20

25

30

35

平成

21年
平成

22年
平成

23年
平成

24年
平成

25年
平成

26年
平成

27年
平成

28年
平成

29年
平成

30年
令和

元年

年次別年間定点当たり報告数

0% 20% 40% 60% 80% 100%

3.85

11.71

7.49

20.56

19.32

22.63

24.49

19.04

29.05

25.81

26.37

H
21

H
22

H
23

H
24

H
25

H
26

H
27

H
28

H
29

H
30

R
1

年次別・年齢階級別定点当たり報告数の割合

-5箇月

-11箇月

1歳

2歳

3歳

4歳

5歳

6歳

7歳

8歳

9歳

10歳-

15歳-

20歳以上

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

週別定点当たり報告数の推移

令和元年

5年平均値(H21‐25)

5年平均値(H26‐30)

月

週

月



　(ｲ)  咽頭結膜熱

　令和元年は年間報告数８０２例，年間定点当たり報告数１８.６５，年間定点当たり報告数の過去５年平均
値との比１.０８，前年比１.６３であった。
　月別定点当たり報告数では，７月（２.７０），９月及び１２月（ともに２.１９）が多かった。
　年齢階級別では，１歳（２４.２％）が最も多く，次いで２歳（１８.６％），３歳（１６.０％）の順となり，１～３歳が
全体の５８.８％を占めた。
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　(ｳ)  Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎

　令和元年は年間報告数２,７８０例，年間定点当たり報告数６４.６５，年間定点当たり報告数の過去５年平
均値との比１.０７，前年比１.０８であった。
　過去１０年間の年間定点当たり報告数は平成２９年に次いで２番目に多かった。
　月別定点当たり報告数では，１２月（８.１４），１１月（６.２１），９月（６.１４）の順に多かった。
　年齢階級別では，５歳（１３.６％）が最も多く，　次いで４歳（１２.３％），６歳（１１.８％），３歳（１１.１％）の順
となり，３歳～６歳が４８.８％を占めた。
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　(ｴ)  感染性胃腸炎

　令和元年は年間報告数１０,８８３例，年間定点当たり報告数２５３.０９，年間定点当たり報告数の過去５年
平均値との比０.８１，前年比０.８９であった。
　過去１０年間の年間定点当たり報告数と比べると，平成２１年に次いで少なかった。
　月別定点当たり報告数では４月（３６.９１），１月（３４.２３），５月（２６.４０）の順に多かった。
　年齢階級別では，１歳（１５.０％）が最も多く，次いで２歳（１２.３％），３歳（１１.３％），４歳（９.２％）の順とな
り，１～４歳で全体の４７.８％を占めた。
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(ｵ)  水痘

　令和元年は年間報告数７４４例，年間定点当たり報告数１７.３０，年間定点当たり報告数の過去５年平均値と
の比０.９６，前年比１.４３であった。
　年間定点当たり報告数は平成２５年から連続して減少していたが，本年も比較的低い水準を維持している。
　月別定点当たり報告数では，１２月（３.２３），１１月（２.４７），９月（１.８１）の順に多かった。
　年齢階級別では，６歳（１２.９％），５歳（１２.２％），４歳（１２.０％），８歳（１１.３％）の順に多く，４～８歳が全体
の５９.４％を占め，３歳以下の割合が年々減少している。
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　(ｶ)  手足口病

　令和元年は年間報告数が４,０３９例，年間定点当たり報告数は９３.９３，年間定点当たり報告数の過去５
年平均値との比１.５６，前年比２.９６であった。
　過去１０年間の年間定点当たり報告数をみると，ほぼ隔年で増減を繰り返しており，本年は平成２７年に
次いで２番目に多い年となった。
　月別定点当たり報告数は，７月（３８.７０），６月（３２.９５）で特に多く，１月～４月の報告数は少なかった。
　年齢階級別では， １歳（３８.２％）が最も多く， 次いで２歳（２１.２％）， ６箇月～１１箇月（１１.８％）， ３歳
（１１.６％）の順となり，６箇月～３歳が全体の８２.８％を占めた。
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　(ｷ)  伝染性紅斑

　令和元年は年間報告数１,８７７例，年間定点当たり報告数４３.６５，年間定点当たり報告数の過去５年平均
値との比５.８６，前年比９.６３であった。
　過去１０年間の年間定点当たり報告数をみると，２年にわたる流行を３年おきに繰り返す傾向があり，本年は
過去１０年で最多であった平成２７年に約２.５倍の差をつけて最多となった。
　月別定点当たり報告数では，７月（７.４４），６月（５.２８），９月（４.６０）の順に多かった。
　年齢階級別では，４歳(１８.１％)，５歳(１６.６％)，３歳(１３.７％)の順に多く，３歳～６歳が全体の６１.７％を占
めた。
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　(ｸ)  突発性発しん

　令和元年は年間報告数６５５例，年間定点当たり報告数１５.２３，年間定点当たり報告数の過去５年平均値と
の比０.８０，前年比０.８３であった。
　過去１０年間の年間定点当たり報告数は全ての年次でほとんど変化がなかったが，本年は最も少なかった。
　月別定点当たり報告数では，４月（１.９８）が最も多く，次いで５月（１.６３），７月（１.５６）の順に多かった。
　年齢階級別では，１歳（５４.２％）が半数以上を占め，次いで６箇月～１１箇月（３０.７％）が多く，１歳以下が全
体の８５.８％を占めた。
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　(ｹ)  ヘルパンギーナ

　令和元年は年間報告数８０９例，年間定点当たり報告数１８.８１，年間定点当たり報告数の過去５年平均値と
の比０.７９，前年比０.８５であった。
　過去１０年間の年間定点当たり報告数と比べると３番目に少なく，中央値（２２.８０）をやや下回った。
　月別定点当たり報告数では，７月（５.９８），６月（４.６０），９月（３.０９）の順に多かった。
　年齢階級別で比べると，１歳（２８.８％）が最も多く，次いで ２歳（２２.６％）， ３歳（１５.５％），６箇月～１１箇月
（１１.２％）の順で，６箇月～３歳が全体の７８.１％を占めた。
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　(ｺ)  流行性耳下腺炎

　令和元年は年間報告数９９例，年間定点当たり報告数２.３０，年間定点当たり報告数の過去５年平均値と
の比０.１５，前年比０.７８であった。
　過去１０年間の年間定点当たり報告数は，平成２９年から連続で減少し，過去１０年で最も少なかった。
　月別定点当たり報告数では，年間を通してほぼ一定であった（月平均０.１９）。
　年齢階級別では，７歳（２０.２％），４歳（１７.２％），２歳（１１.１％）の順に多かった。
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